
令和２年度第1回
伊賀市都市計画審議会

令和２年６月３０日
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都市計画審議会とは？

都市計画法第77条の2の規定に基づき設置された市の付属機関
であり、都市計画に関する事項を調査または審議するための機関
です。

都市計画は、都市の将来の姿を決定するものであり、また、住
民の生活に密接に関与することから、都市計画を行政だけで判断
するのではなく、住民や学識経験者、関係する行政機関の職員な
どで構成された審議会の審議を経て定められることとなっていま
す。

伊賀市は「伊賀市都市計画審議会条例」により人数や構成員等
を定めています。
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都市計画審議会の主な役割

都市計画審議会の主な役割は次の３つです。

（1）伊賀市が決定する都市計画について調査審議をすること

（2）市長の諮問に応じ都市計画に関する事項について調査審議
すること

（3）都市計画に関する事項について関係行政機関に建議するこ
と
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議案番号2－１

伊賀都市計画

「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」の改定について

決定権者 三重県
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三重からの意見照会伊賀市長からの諮問
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審議する内容は、目的は？

〇審議する議題

「伊賀都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（区
域マスタープラン）」に関すること

〇目的

三重県知事から伊賀市長に対して、上記方針の改定案に対して
意見を求められたため、伊賀市長から伊賀市都市計画審議会に諮
問されました。このことにより伊賀市都市計画審議会は内容を審
議し、市長に答申することになります。

なお、上記方針の決定は伊賀市の意見を参酌し三重県が行いま
す。
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三重県都市計画マスタープランの体系

三重県都市計画基本方針

H29.3改定

圏域マスタープラン

（５圏域）

H30.3改定

区域マスタープラン

（21都市計画区域）

R2.改定予定
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都市計画区域の整備、開発及び保全の方
針（区域マスタープラン）とは

・都市計画法第 6 条の 2 の規定に基づき、三重県が伊賀都市計
画区域を対象として、広域的見地から、区域区分（線引き）をは

じめとした都市計画の基本的方針を定めるもの。

・当該都市計画区域の人口、産業等の現状及び将来の見通しを踏

まえ、あらかじめ長期的な視点に立った都市の将来像やその実現
に向けての大きな道筋を明らかにするもであり、圏域マスタープ

ランで定められた基本理念をもとに示される。

伊賀圏域の基本理念：「恵まれた資源が紡ぐ、人々が行きかう、

こころ豊かなまち」
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区域マスタープランで定める事項

区域マスタープランで定める主な事項

・圏域における都市計画の目標

・都市計画区域の土地利用の基本方針

・都市計画区域の主要な都市計画の決定方針

（土地利用に関する方針、都市施設の整備に関する方針、市街地開
発事業に関する方針、自然的環境の整備又は保全に関する方針）

・圏域及び都市計画区域の土地利用の構想
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三重県の区域マスタープランの改定のポ
イント
①「都市計画基本方針」で示されている3つの観点（「都市経
営」「都市防災」「都市活力」）を踏まえて改定する。

特に「都市防災」の観点から、災害リスクの高い場所での都市
的土地利用の抑制等を基本的な考え方に加えられる。

②「圏域マスタープラン」に位置付られた基本理念と整理した拠
点をもとに、特色のある集約型都市構造の形成を目指す。
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区域マスタープラン改定の経緯

三重県都市計画基本方針 H29.3改定

伊賀圏域マスタープラン H30.3改定

伊賀都市計画区域マスタープラン R2改定予定

・改定案の縦覧

縦覧期間：R2.5.15からR2.5.29まで（閲覧者、意見なし）
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区域マスタープランの改定について

〇改定理由

現行「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」の目標年次を
迎え、策定後の社会情勢の変化や新たな施策の方向性、制度改正
を踏まえ、平成28年度から平成30年度に実施した都市計画に関
する基礎調査の結果を勘案し、都市の将来像について見直しを行
い、一体の都市として総合的に整備、開発及び保全を図るために
区域マスを改定します。
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マスタープランの構成

表紙 目次
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伊賀圏域マスタープラン概要
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伊賀都市計画区域マスタープラン概要
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今後の予定

・市町の意見を集約し、三重県都市計画審議会に付議

（R2.7.28 開催予定）

・認められればその後三重県の決定の告示が行われる。
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伊賀市都市マスタープランの策定状況（報告）

〇令和元年度の取組状況

・都市マスタープラン策定委員会委員委嘱

・第1回策定委員会開催

・庁内検討会開催

現行の市都市マスタープランの成果、課題を整理しました。

〇今年度の取組予定

市民アンケートを実施、市民の考えも把握し、策定作業を進めて
いきます。
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資料集
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拠点の比較
現行改定案
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区域マスタープランと市町村マスタープランの違い

 都市計画区域ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ 市町村マスタープラン 

根拠法 都市計画法第 6条の２ 都市計画法 18 条の２ 

策定主体 都道府県 市町村 

対象範囲 都市計画区域全体 市町村単位 

主に定める内容 広域的、根幹的な都市計画

に関する事項 

地域に密着した都市計画に関

する事項 
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